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前回1月17日発行のテクニカル分析において、「ＮＹ金は転換線が基準線を上回り下降圧力が低下している。またト

レンドラインは週足の強いトレンドラインを日足で示したもので、このトレンドラインを突破しない限りは本格的な上

昇とはならない」とした。今週に入りトレンドラインに接触しているが、突破するには至っていない。今夜から来週の

動きが注目される。

東京金は雲の上で価格が推移しており、ＮＹ金の動き次第ではさらに上昇する可能性がある。

週刊テクニカル分析

前号のおさらい：金のトレンドライン

前回のレポート

1月17日

平均足（コマ足）は、値動きのブレを排除してトレンドをわかりやすく捉えられるようにローソク足に修正を加えた

指標で、平均足の見方は、陽線は上昇トレンド、陰線は下降トレンドを表す。

平均足の算出方法は高値・安値はローソク足の高値・安値と同じで、始値と終値の計算方法が違う。始値は（前日始

値+前日高値＋前日安値＋前日終値）÷4、終値は（当日始値+当日高値＋当日安値＋当日終値）÷4となる。

平均足の注意点として、トレンド継続の途中で平均足が一時的なトレンド転換をすることがある。つまり、平均足に

一時的なダマシが起きることがよくある。このダマシを排除するため、その他のテクニカル指標を組み合わせる方法が

あり、平均足にMACDを組み合わせて分析するとわかりやすい。

例えば、MACDが上昇過程にあるときには平均足が陰転した場合でも、MACDのシグナルがクロスしていなければト

レンドが転換と判断しない。つまり、MACDを併用することで、平均足のトレンドが継続しているかどうかの確認をす

ることができる。

このダマシは押し目買い(戻り売り)のポイントともなるので、是非活用してもらいたい。

TOPICs 平均足とMACD

10月31日 4298円
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東京金は平均足が

陰転したが本日の取

引で再度陽転してい

る。MACDも再度

上昇してきており、

上昇トレンドは継続

していると考えられ

る。

このため、平均足

の陽転により調整が

完了したことが確認

できるので、押し目

買いで対処するのが

得策だろう。

NY金はトレンドが定まらない
NY金

ＮＹ金は平均足が

陽転と陰転を繰り返

しトレンドが定まら

ない。MACDが上

昇しているため緩や

かに上昇しており、

いつ勢いよく上昇し

てもおかしくはな

い。

冒頭に記述したよ

うに上昇した場合に

はトレンドラインの

突破があることから

ここからの上昇は勢

いづくことが予想さ

れる。

跳ね返された場合

でもMACDがデッ

ドクロスするまでは

再上昇する可能性も

あり売りは控えた

東京金は再度上昇か
東京金

TOPICs 金市場を平均足とMACDで見てみよう
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東京ガソリンは

平均足が陽転して

いるものの、

MACDはゴールデ

ンクロスしておら

ずいまだ下降トレ

ンドは続いてい

る。

平均足が陰転し

た場合には、下落

が再開する可能性

が高いだろう。

東京白金は平均足

が陰転しているが

MACDはまだデッ

ドクロスしていな

い。このため上昇ト

レンドはまだ継続し

ているものとする。

MACDがデッド

クロスしないまま平

均足が陽線した際に

は調整の完了として

再度上昇することが

予測される。

TOPICs 他市場はどうか

東京白金は上昇トレンド中の調整となるか

東京ガソリン東京ガソリンは下降トレンド

東京白金
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ドル円は平均足

が陰転し下落して

いる。MACDが下

降トレンドにある

ため、陽転しても

あまり上昇せず調

整で終わり、陰転

した際にはしっか

りと下落してい

る。MACDがゴー

ルデンクロスしな

い限りは下降トレ

ンドが続くだろ

う。
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今週は平均足とMACDを利用し分析した。

ＮＹ金は平均足ではトレンドがはっきりしないもののMACDは上昇しており、いつ勢いよく上昇してもおかしくはな

い状況だ。冒頭で記述したトレンドラインの攻防が鍵を握るかもしれない。

東京金はMACDは上昇しており、平均足が陰転していたが今日の取引で再度陽転しており、再度上昇する可能性が高

いだろう。

東京白金は平均足が陰転しているがMACDは上昇しており、まだ上昇トレンドは継続していると考えられる。平均足

が再度陽転した場合には上昇トレンドが再開するものと思われる。

東京ガソリンは平均足が陽転し上昇しているが、MACDは下降トレンドを継続中。こちらは平均足が陰転した場合に

は再度下落トレンドになることが予測される。

ドル円はMACDが下降しており、平均足が陰転した際にはしっかり下落している。

今後の予想

ドル円
ドル円は下落トレンド
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